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県
内
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
堅
職
員
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
業 

務
推
進
に
必
要
な
知
識
を
習
得
し
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
組
織
の
リ 

ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
己
啓
発
へ
の
意
識
を
醸
成
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

と
し
て
更
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。 

 

対
象
と
な
る
職
員
の
方
々
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

日
時
：
令
和
四
年
十
二
月
九
日
（
金
） 

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時 

場
所
：
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
福
祉
会
館 

対
象
：
県
内
社
協
中
堅
職
員
（
採
用
後
六
年
か
ら
十
年
程
度
の
職
員
） 

 
 

 

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方 

定
員
四
十
名 

 
 

 

内
容
：
〇
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク

「
相
手
を
知
り
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
名
刺
交
換
会

」 

 
 

 
 

 
 

〇
講
義
「
社
協
の
歴
史
的
展
開
を
背
景
に
包
括
的
支
援
体
制
を
考
え
る

」 

講
師
：
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
部 

 
 

 
 

 
 

〇
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
先
輩
職
員
に
業
務
の
進
め
方
を
聞
い
ち
ゃ
お
う
！

」 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～
こ
ん
な
こ
と
、
あ
ん
な
こ
と
、
そ
の
時
ど
う
し
た
？
～ 

 
 

 
 

 
 

〇
講
演
「
今
い
る
メ
ン
バ
ー
で
大
金
星
を
挙
げ
る
チ
ー
ム
の
法
則

」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
師
：
楽
天
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社 

楽
天
大
学
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仲
山
考
材
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

仲
山
進
也 

氏 

 

※
研
修
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

※
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
込
先 

 
 

 
 

 

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
で 

 

令
和
四
年
九
月 

二
十
八
日
（
水
）、
茨
城 

社
会
福
祉
協
議
会
職
員 

連
絡
協
議
会
の
第
二
回 

理
事
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
て
開
催
し
ま

し
た
。 

 

協
議
事
項
と
し
て
、
令
和
四
年
度

の
実
施
研
修
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
専
門
研
修
と
中
堅
職

員
研
修
を
二
つ
実
施
す
る
と
い
う
事

で
決
定
し
、
研
修
の
内
容
や
役
割
分

担
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
郡
市
区
町

村
社
協
職
員
合
同
研
究
協
議
会
に
つ

い
て
、
茨
城
県
は
令
和
七
年
度
開
催

担
当
県
と
い
う
事
で
、
開
催
に
あ
た

っ
て
の
確
認
事
項
や
、
現
職
連
協
理

事
か
ら
開
催
担
当
時
の
職
連
協
理
事

へ
の
内
容
の
引
継
が
ス
ム
ー
ズ
に
進

む
よ
う
配
慮
す
る
よ
う
話
が
あ
り
ま

し
た
。 

 



 
令和４年７月７日（木）～８日（金），ホテルグリーンタワー幕張（千葉県千葉市）

にて大会が開催されました。今年度は千葉県が当番で，１都１０県から約４００名，

茨城県からは約３０名の参加となりました。 

１日目は，基調講演，各都県が担当する分科会，名刺交換会がありました。 

分科会では６つのテーマで実施され，茨城県は静岡県と担当し，「災害関連」をテー

マとした分科会が行われました。２日目は，記念講演，１日目の分科会報告，次回の

当番県である静岡県にバトンタッチをし，閉会しました。  

今年度は集合形式の開催で，顔を合わせて情報交換・交流することができ，改めて

集合形式の良さを感じることができました。コロナ禍での大会ということもあり，配

慮することがたくさんあったかと思いますが，その中で企画・運営・おもてなしをし

ていただいた千葉県の皆さん本当にありがとうございました。 

社協職員が一同に集まり，他社協職員の方の頑張っている姿や考えを聞き，とても

刺激になり，頑張っている仲間がいるのだと感じました。地域のために社協にしかで

きないことがあって，社協で働くことができてよかったと思います。社協職員として

地域のために自分ができることを頑張りたい！改めて初心に戻るきっかけとなりま

した。皆さんお疲れ様でした。ありがとうございました。（常陸太田市社協 鬼澤） 

県北支部は，日立市，常陸太田市，高萩市，北茨城市，大子町の５市町

社協で構成されています。 

令和元年台風第１９号により，県北支部は大子町，常陸太田市で災害

ボランティアセンターを立ち上げることとなり，たくさんの社協の方に

助けていただき，社協のつながり，支部のつながりを強く感じるきっか

けとなりました。 

令和４年９月２日，Zoomで岡田 有加 氏による「アンガーマネジメン

ト～他者とのより良い関係づくりのために～」をテーマに業務や他者と

の関係をより良くするために研修会を行いました。怒りの感情と上手に

向き合い，付き合っていくためのコツを学ぶことができました。 

今後も交流会や研修会を行い，県北支部のつながりを強くしていきた

いと思います！ 

第 58 回関東ブロック郡市区町村社協職員合同研究協議会 

～ 社協を楽しもう！ ～ 

 

県北支部の活動紹介コーナー 

茨城県社協 

福祉のまちづくり推進部 

主任 稲葉 隆之 氏 

常陸太田市社協 

地域づくりグループ 

主幹 四倉 大光 氏 

茨城県社会福祉協議会職員

連絡協議会（神栖市社協） 

会長 飯田 聡 氏 

★分科会報告者 

お疲れ様でした😊 


